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部下のやる気に火をつけるほめ方（第5回）
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2021.11.02

日ごろのコミュニケーションを積み重ねることで、部下は上司への信頼を、上司は部下への愛情を抱くようになります。「ほめ
て育てる」を成功させるためには、上司と部下双方がお互いへの尊敬の念や感謝の気持ちを持つことが大切だということを
しっかり理解した上で、次のステップに進みましょう。

「誰をほめるのか」のポイント

まずは「誰をほめるか」について説明します。本章では上司が部下をほめることが前提なので、ほめる対象は言うまでもなく
部下本人です。しかし企業内で部下をほめる場合、忘れてはいけないことがあります。

会社で上司が部下をほめることになったときのことを考えてみてください。「特定の人物に自信をつけさせる」という場合を除
けば、誰かをほめるときは、「部下がほめられるべきことをしたからほめる」というのが一般的です。

つまり、ほめる対象を厳密に言えば、ただの部下ではなく、「成果を上げた部下」となります。

ここで考えるべきポイントがもう1つあります。家庭や学校であれば、成果を上げた本人を心ゆくまでほめるだけで一定の効
果が期待できます。なぜなら家庭や学校で誰かが上げた成果は、その人の努力のみで成し遂げたものであることが多いか
らです。

しかし、舞台が会社という共同体である以上、部下が上げた成果はその部下だけの手柄であることは、それほど多くはあり
ません。もちろん部下Aの手腕や努力、弁舌や人柄があってこその成果なのは間違いありませんが、上司の根回しや教育
、他部署との連携、チームメイトとの共同作業などが積み重なってこその成果であることを忘れてはいけません。

つまり企業で部下をほめるときには、「成果を上げた部下本人」以外に、成果を上げるために関わったすべての人が含まれ
ています。具体的には「部下が所属しているプロジェクトチームのメンバー」「業務上連携・協力した他部署」「部内・課内の
全社員」などさまざまなケースがありますが、実際にほめる場合には、これらの中から成果の度合いやほめる目的などを考
慮しつつ、上司の判断で取捨選択するとよいでしょう。

ただし、成果に関連した複数の人をほめる際、部下Aに対するのと同じような思い入れを込めてほめる必要はありません。
むしろ部下Aを大いにほめた後、軽く「今回の成果はチームのみなさんの努力の結実でもある。みなさん、ありがとう」と声を
かけるだけでも大いに励みになります。「努力したら、その努力を見てくれる人がいる」。それだけで社員のモチベーション
は上がります。またこうすることで部署内に「ほめやすい、ほめられやすい雰囲気」が生まれ、全体的に風通しの良い職場環
境になる可能性も十分考えられます。

関連する人たちをほめることも必要… 続きを読む
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